
墨
恩
法
を
体
現
し
た
人
・
中
村

哲
」

中
村
哲
さ
ん
は
、
絶
え
間
な
い
紛
争
と
自
然
災
害
に
あ

え
ぐ
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
長
年
医
療
活
動
を
行
い
、
な
お

か
つ
１
６
０
０
本
も
の
井
戸
を
掘
り
、
堰
を
作
り
濯
概
用

水
路
を
引
き
、
１
万
６
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
砂
漠
を
農
地

に
変
え
た
。

６

　

５
万
人
の
住
民
の
生
活
を
安
定
さ
せ
る
道
を

創
っ
た
。

井
戸
も
堰
も
濯
獄
用
水
路
も
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
現

地
の
人
の
手
で
修
理
と
維
持
が
出
来
る
工
法
で
作
ら
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
必
要
な
井
戸

・
堰

・
濯
獄
用

瞳
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高

病
気
で
命
を
落
と
す
危
険
も
小
さ
く
な
る
。
国
が
豊
か
に

な
る
。
こ
れ
が
中
村
哲
さ
ん
の
国
際
貢
献
活
動
の
理
念
で

あ
り
到
達
点
だ
。

　

全
て
の
紛
争

・
戦
争
の
根
っ
こ
に
あ
る
の
が
貧
困
だ
と

中
村
哲
さ
ん
は
言
う
。
・
万
６
０
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
砂
漠

が
農
地
に
な
り
、
安
定
し
た
農
業
が
営
ま
れ
る
よ
う
に
な

る
と
、
兵
士
と
な
っ
て
出
て
い
く
者
が
な
く
な
っ
た
と
、

中
村
哲
さ
ん
は
平
和
へ
の
実
感
を
述
べ
て
い
る
。

　

中
村
哲
さ
ん
は

「国
際
貢
献
活
動
の
根
本
は
信
頼
関
係

だ
。
日
本
国
憲
法
は
相
互
信
頼
が
基
本
の
考
え
方
だ
。
そ

し
て
、
９
条
は
そ
の
土
台
だ
。
戦
争
で
豊
か
に
な
っ
た
国

は
無
い
」
と
発
言
し
て
い
る
。

　

残
念
な
こ
と
に
、
中
村
哲
さ
ん
は
２
０
１
９
年
１２
月
４

日
、
活
動
中
に
武
装
勢
力
に
襲
撃
さ
れ
て
命
を
落
と
し
た
。

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
は
、
ま
だ
ま
だ
紛
争
の
真
っ
直
中
で
あ

り
闇
は
深
い
。
し
か
し
、
中
村
哲
さ
ん
が
長
年
の
貢
献
活

動
で
示
さ
れ
た
理
念
と
実
績
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
世

界
の
未
来
へ
の
道
を
照
ら
し
て
い
る
。
そ
の
灯
り
の
中
に

日
本
国
憲
法
と
９
条
が
あ
る
。

　

向
日
葵
を
灯
台
の
ご
と
な
が
め
た
り

　　

な
お
規
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安
木

　

洪

　

理
事
長

　

あ
い
さ
つ

　

２
０
２
５
年
問
題
を
目
の
前
に

し
、
存
じ
ま
医
療
生
活
協
同
組
合

が
め
ざ
そ
う
と
し
て
い
る

「地
域

包
括
ケ
ア
」
は
高
齢
者
だ
け
で
な

＜
、
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
て
い
る

人
々
を
含
め
、
誰
も
が
安
心
し
て

住
み
つ
づ
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
＜

り
・
地
域
づ
＜
り
だ
。
＜
５
し
の

中
で
具
体
的
な
困
り
ご
と

「住
ま

い
」
「
医
療
」
「介
護
」
「
予
防
」

「生
活
支
援
」
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス

を
一
体
的
に
提
供
で
き
る
ケ
ア
体

制
の
充
実
が
急
務
と
な
っ
て
い

る
。

　

２
０
２
４
年
度
予
算
は
、
「
診

療
報
酬
」
「介
護
報
酬
」
「障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
報
酬
」
の
基
本
報
酬

下
げ
の
ト
リ
プ
ル
改
定
に
よ
り
、

厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　

る
つ
ぼ
う
診
療
所
の
後
継
所
長

問
題
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
地

道
に
コ
ン
タ
ク
ト
を
取
り
続
け
、

早
期
に
お
知
ら
せ
で
き
る
よ
う
努

め
た
い
。

　

法
人
内
で
発
生
し
た
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
事
案
に
つ
い
て
は
、
職
員
が

大
変
心
を
痛
め
ら
れ
、
職
を
辞
さ

れ
る
事
態
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

今
後
は
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行
為
の
な

い
、
個
人
が
尊
重
さ
れ
、
お
互
い

に
信
頼
し
あ
っ
て
働
け
る
職
場
環

境
づ
＜
り
に
努
め
て
い
＜
。

　

調
和
の
と
れ
た
施
設
整
備
に
つ

い
て
は
、
多
く
の
課
題
が
あ
り
進

ん
で
い
な
い
。
建
設
推
進
委
員
会

を
中
心
に
組
合
員
や
職
員
か
ら
意

見
を
聴
取
し
な
が
ら
、
診
療
所
、

介
護
事
業
所
お
よ
び
組
合
員
の
つ

ど
い
の
場
の
施
設
整
備
方
針
の
策

定
が
必
要
だ
。

２
０
２
４
年
度
の
事
業
と
運
動

の
す
す
め
方
等
、
６
議
案
を
提
案

し
た
。

　

５
人
の
総
代
か
ら
主
に
次
の
よ

う
な
発
言
が
あ
っ
た
。

・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
事
案
に
つ
い
て
、

何
か
起
き
て
ど
う
な
っ
た
の
か
、

管
理
体
制
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
、

何
も
わ
か
ら
な
い
。
具
体
的
な

対
応
等
を
説
明
し
て
ほ
し
い
。

・
職
場
に
お
け
る
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス

　

メ
ン
ト
に
は
、
個
別
の
問
題
と

　

し
て
真
撃
に
対
応
す
る
必
要
が

あ
る
。

・
現
行
の
健
康
保
険
証
の
存
続
に

は
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
な
い
。
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
保
険
証

と
し
て
も
使
え
れ
ば
、
医
療
機

関
に
も
患
者
に
も
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
と
考
え
る
。

・
２
０
２
４
年
度
の
運
動
方
針
案

の
中
に
脱
原
発
を
す
す
め
る
と

あ
る
。
医
療
関
係
の
法
人
の
取

り
組
み
と
し
て
は
政
治
的
な
色

彩
が
強
い
。
削
除
し
て
は
ど
う

か
。

・
る
つ
ぼ
う
診
療
所
や
介
護
事
業

所
え
が
お
か
ら
遠
く
、
利
用
し

な
い
地
域
に
お
い
て
は
、
仲
間

ふ
や
し
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て

上
手
く
説
明
で
き
な
い
。
医
療

生
協
と
は
ど
の
よ
う
な
組
織
な

の
か
を
学
ぶ
機
会
を
作
っ
て
ほ

し
い
。

・
新
施
設
の
建
設
に
つ
い
て
、
介

護
事
業
所
は
現
在
借
家
だ
。
健

全
な
事
業
運
営
を
考
え
る
と
、

職
員
全
員
が
顔
を
合
わ
せ
て
仕

事
が
で
き
る
場
所
が
必
要
で
は

な
い
か
。
施
設
建
設
に
つ
い
て

も
う
一度
考
え
て
ほ
し
い
。

・
ア
パ
ー
ト
に
入
居
し
て
い
る
介

護
事
業
所
は
、
毎
年
多
＜
の
賃

借
料
が
か
か
っ
て
い
る
。
新
た

な
施
設
を
建
設
す
る
た
め
の
土

地
は
あ
る
。
介
護
事
業
所
、
組

合
員
が
集
ま
れ
る
場
等
を
一

　

つ

に
ま
と
め
て
は
ど
う
か
。

・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
事
案
に
つ
い
て
、

詳
細
は
控
え
る
が
、
調
査
の
結

果
、
他
の
職
員
の
前
で
上
司
か

ら
厳
し
い
叱
責
を
受
け
た
、
無

視
さ
れ
た
等
の
事
例
が
あ
っ
た
。

管
理
体
制
上
、
職
員
が
気
持
ち

よ
く
働
け
る
職
場
づ
く
り
へ
の

配
慮
が
欠
け
て
い
た
。
今
後
は

心
理
的
な
安
全
性
を
確
保
し
、

風
通
し
の
よ
い
職
場
環
境
づ
く

り
に
努
め
て
い
く
。

・
脱
原
発
に
つ
い
て
は
、
平
和
と

健
康
を
第
一
に
考
え
て
い
る
医

療
生
協
と
し
て
、
放
射
能
汚
染

に
よ
る
健
康
被
害
は
問
題
と
捉

え
て
お
り
掲
げ
て
い
る
。

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
健
康

保
険
証
と
し
て
使
う
こ
と
は
、

現
段
階
で
は
個
人
精
報
保
護
の

観
点
か
ら
す
す
め
る
べ
き
で
は

な
い
と
考
え
る
。
改
良
さ
れ
、

信
頼
性
が
確
保
さ
れ
る
ま
で
は
、

現
行
の
健
康
保
険
証
も
使
え
る

よ
う
に
す
べ
き
と
考
え
る
。

・
医
療
生
協
と
は
、
ど
の
よ
う
な

活
動
を
し
て
い
て
、
何
を
ど
う

し
て
い
＜
組
織
な
の
か
と
い
う

「しと
を
、
改
め
て
学
習
す
る
場

を
設
け
た
い
。
組
合
員
と
職
員

が
一
緒
に
な
っ
て
「地
域
ま
る

ご
と
健
康
づ
く
り
」
に
取
組
ん

で
い
け
る
よ
う
に
し
だ
い
。
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新
施
設
の
建
設
に
つ
い
て
、
建

設
推
進
委
員
会
で
は
、
法
人
所

有
地
は
交
通
の
利
便
性
が
悪
い

等
の
意
見
が
出
て
、
場
所
の
合

意
形
成
が
で
き
て
い
な
い
。
新

た
な
施
設
を
建
設
す
る
た
め
に

は
、
多
額
の
借
金
が
必
要
だ

が
、
現
在
法
人
の
経
営
は
大
変

厳
し
い
状
況
だ
。
ま
ず
は
、
安

定
的
な
経
営
基
盤
を
作
る
こ
と

を
優
先
す
る
。
経
営
計
画
を
立

て
、
新
た
な
資
金
を
出
せ
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
＜
。

藤井高雄 新理事長

るつぼう通信２０２４年７月１５日（３）

支
部
表
彰

新
田
・
中
筋
支
部

　

地
域
組
合
員
の
要
求
に
基
づ
い

　

た
班
活
動
の
継
続

美
方
支
部

　

組
合
員
の
要
望
に
基
づ
い
た
支

　

部
企
画
の
実
施

朝
来
支
部

　

組
合
員
の
要
望
を
ま
と
め
対
市

　

交
渉
で
実
現

出
石
支
部

　

組
合
員
の
要
望
に
基
づ
い
た
支

　

部
企
画
の
実
施

提
案
さ
れ
方
す
べ
て
の
議
案
は
、

賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
た
。

藤

井

　

高

雄

（理
事
長
・
代
表
理
事
）

理
事岡

本
藤
原

妙
子

（副
理
事
長
）

敏
憲

（副
理
事
長
）

退任された理事のみなさん
ご苦労様でした

松

田

　

直

美

宮

田

　

由

紀

（新
任
）

宮

本

　　　

徹

森

田

　　　

治

和

田

　

茂

孔

和
田
八
千
代

名
誉
理
事
長

前

田

　

貞

夫

千

葉

　　　

格

監
事伊

藤

　

邦

明

中

村

　

典

子

橋

本

　

一

　

郎

退
任
理
事

安

木

　　

洪

井

塚

　

郁

子

木

　

下

　

和

茂

谷

岡

ま
さ
子

中

川

　

健

　

一

古

垣

　

忠

和

和

田

　

陽

介

新
田
・
中
筋
支
部

石
黒

　

誠
一

井
上

　

久
子

小
田
垣
洋
子

　

神
尾
与
志
鹿

黒
坂

　

道
子

島
貫

　

敏
乃

南
北
美
津
枝

藤
田
喜
久
子

村
岡

　

鹿
子

和
田

　

律
子

神
美
支
部

岡
本

　

邦
夫

　

谷
垣
文
美
佳

　

中
島

　

昌
己

漬
上

　

妙
子

　

和
田

　

妙
子

鶴
城
支
部

稲
葉

　

淳

　

稲
葉
世
津
子

　

正
垣

　

利
秋

中
島

　

嗣
夫

桃
井

　

伸
子

亀
城
支
部

　

足
立
美
都
子

　

梅
垣

　

恵
子

　

小
西
さ
よ
子

　

千
葉

　　

格

　

戸
田

　

悦
造

山
西

　

康
三

北
西
支
部

　

池
田
志
津
恵

稲
森

　

久
子

永
川
伸
一
郎

陰
山
美
千
代

　
　

　　

　

小
西

　

恵
子

中
村

　

勝
彦

西
田

　

静
香

村
岡

　

敏
和

和
田

　

和
人

貝
口

　

正
規

里
見

　　

勲

中
西
さ
よ
子

百
合

　　

功

稲
葉

　

麗
子

越
智
さ
か
枝

竹
中

　

明
規

宮
本

　

加
代

稲
葉

　

昌
大

沖
野

　

賢
二

高
尾
伊
津
美

千
葉

　

保
子

林

　　

一
郎

上
田

　

伴
子

笹
本

　

典
男

　　

中
家

　

和
美

福
井

　

朋
子

　　

前
田

　

嶺
子

松
永

　

幸
子

村
岡
ま
ゆ
み

米
田
も
と
み

日
高
支
部

大
植

　

厚
子

岡
本

　

三
介

曽
我

　

律
子

長
岡

　

正
樹

柳
沢

　

義
春

朝
来
支
部

足
立

　

重
明

谷
□

　

美
幸

や
ぶ
支
部

上
田

　

政
己

　

中
島

　　

健

き
た
み
支
部

井
原
和
四
郎

小
林

　

良
子

高
尾

　

利
美

美
方
支
部

今
崎

　

一
恵

谷
□

　

紀
子

出
石
支
部

　

田
中

　

早
苗

西
野

　

信
義

宮
下

　

信
子

職
員

　

岡
野
真
理
子

鎌
田
美
登
里

春
木

　

圭
介

古
谷

　

弥
生

宮
本

　

利
明

八
木

　

哲
夫

和
田

　

忠
司

岡
本

　

智
子

尾
崎

　　

緑

寺
坂

　

礼
子

宮
嶋
恵
美
子

安
保

　

嵐
子

藤
室

　

清
子

津
崎

　

和
男

藤
原

　

広
巳

川
崎

　

綾
子

高
尾

　　

仁

平
井

　

康
正

桑
田

　　

茂

南
恒
久
美
子

多
根

　

令
子

湊
崎
紀
代
美

小
谷

　

文
子

亀
村

　

美
紀

福
井

　

和
佳

森
田
寿
美
子

松

本

　

幹

雄

（専
務
理
事
・
代
表
理
事
）

池

田

　

恵

子

稲

葉

　

一

　

明

永

川

　

直

輝

（新
任
）

江

中

　

陽

子

岡

本

　

忠

夫

小

坂

み
ど
り

岸

田

　　　

彰

（新
任
）

佐

伯

　

久

雄

舘

　　　

民

夫

（新
任
）

成

田

　

浩
文

（新
任
）

西

垣

　　　

栄

漬

田

　

辰

也

（新
任
）

彦
坂

　

陽
子

（新
任
）

古

池

　

佳

子

前

田

　

恵

利

表

　

彰

採

　

決

２
０
２
４
年
度
総
代
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熱
中
症
に
気
を
付
什
ま
し
ょ
う

２０２４年７月１５日（４）

暑
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。
熱

中
症
対
策
は
し
て
い
ま
す
か
？
室

内
の
温
度
や
湿
度
に
気
を
つ
け
、

こ
ま
め
に
水
分
補
給
を
し
ま
し
よ

一つ
。

るつぼう通信

兵
庫
県
内
の
発
生
状
況

　

２
０
２
３
年
５
月
１
日
か
５
９

月
３０
日
ま
で
の
熱
中
症
の
救
急
搬

送
者
数
は
３
９
９
３
人
で
す
。
そ

の
う
ち
約
４
割
に
あ
た
る
「
５
２

３
人
の
方
が
屋
内
で
熱
中
症
を
発

症
し
て
お
り
、
屋
外
よ
り
も
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
約
６
割
に
あ
た
る
２
３
６

３
人
の
万
が
高
齢
者
で
す
。

　

屋
内
に
い
る
か
ら
大
丈
夫
と
油

断
せ
ず
、
エ
ア
コ
ン
を
上
手
に
活

用
し
ま
し
よ
う
。
室
内
の
温
度
は

２７
、

２

　

８
度
＜
５
い
に
、
湿
度
は
５０

～
６０
％
が
目
安
で
す
。

　

外
出
時
は
帽
子
や
日
傘
を
使
っ

て
直
射
日
光
を
避
け
ま
し
よ
う
。

　

脱
水
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
、

こ
ま
め
な
水
分
補
給
は
大
切
で
す

が
、
過
剰
摂
取
は
胃
腸
障
害
や
む

＜
み
が
出
る
の
で
注
意
し
ま
し
よ

　　
　

　

食
事
面
で
は
、
大
豆
食
品
、

卵
、
肉
、
魚
、
牛
乳
な
ど
消
化
の

良
い
タ
ン
パ
ク
質
、
枝
豆
、
ト
マ

ト
、
か
ぼ
ち
ゃ
、
モ
□
ヘ
イ
ヤ
、

ゴ
ー
ヤ
な
ど
、
ビ
タ
ミ
ン
を
多
く

含
む
野
菜
を
バ
ラ
ン
ス
よ
＜
摂
取

す
る
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。
睡
眠

を
し
っ
か
り
と
と
る
こ
と
も
大
切

で
す
。

　

家
の
前
や
ベ
ラ
ン
ダ
に
打
ち
水

を
し
た
り
、
す
だ
れ
を
か
け
た
り

す
る
な
ど
、
気
持
ち
も
涼
し
く
な

る
よ
う
な
、
昔
な
が
ら
の
涼
の
取

り
方
も
試
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
よ
う
か
。
風
鈴
の
音
も
風
流
で

い
い
も
の
で
す
よ
。

下記のような症状がある場合は、 熱中症にご注意ください

分類 症

　　　　　　　　　　　　

状

軽

　

症 意識ははっきりしているが、 手足がしびれる・めまい・立ちくらみがある

　

等

中等症 吐き気がする、 頭痛、 倦怠感、 意識がなんとなくおかしい

　

等

重

　

症
等

い

　

い

し
熱

か
が

お
だ

が
ら

事
か

返

　

、

し

　

い

対
な蓋か・

び

　

し

　　　　

、
ｌ

呼
な

、
け

い
歩

な
ぐ

が
す

識

っ

意
ま

ニユアル２０２２」 より剥

健
康
ま
つ
り
出
演
者
募
集

　

健
康
ま
つ
り
を
１０
月
２７
日
（日
）

に
、
る
つ
ぼ
う
診
療
所
駐
車
場
で
開

催
し
ま
す
。

今
年
は
、
イ
ベ
ン
ト
へ
の
出
演
者

を
次
の
通
り
募
集
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

Ｏ
出
演
希
望
団
体
は
、
ま
ず
事
務
局

　

に
ご
連
絡
＜
だ
さ
い
。
そ
の
後
、

　

事
務
局
か
ら
応
募
様
式
を
発
送
し

　

ま
す
の
で
、
ご
提
出
＜
だ
さ
い
。

　

提
出
期
限
は
８
月
１０
日
必
着
で
お

　

願
い
し
ま
す
。

Ｏ
出
演
希
望
団
体
に
、
た
じ
誌
医
療

　

生
協
の
組
合
員
が
「
人
以
上
含
ま

　

れ
て
い
る
こ
と
が
応
募
条
件
で

　

す
。

０
出
演
料
は
あ
り
ま
せ
ん
。
持
ち
時

間
は
１
組
２０
分
以
内
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

０
応
募
多
数
の
場
合
は
、
審
査
に

よ
っ
て
３
団
体
を
選
び
ま
す
。
１

次
審
査
は
書
類
選
考
、
２
次
審
査

は
映
像
等
に
よ
っ
て
、
８
月
の
健

康
ま
つ
り
実
行
委
員
会
で
決
定
し

ま
す
。
出
演
が
決
定
し
た
団
体
に

　

は
、
８
月
下
旬
か
ら
９
月
上
旬
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

皆
様
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

今年も５月１日から７月３１日まで 「健康チャレン
」 に取り組んでいます。 今年は約２５０人から参

ン
参

　

で
て

レ
ら

　　

ま
し

ヤ
か

　

盟
・健康推進委員、 または本部に提出して

ダ
－『
ン

し
し

　
　
　

ｍ
が

：
健

り
み
は

．

耳
込
後
長
い

に
し
了
部
さ

」
申
終
支
だ

ジ
加

　　

に
く

　　

）
５

　　

月
”
１

　　　

０

？

　

健
麿

　

８
部

　

う

　

　
　

　

　
　

　

　

　

で
羽

　

を
は

　

し

　

ま
年

　

」
た

　

ま

　

日
今

　

」
ま

　

歩目標達成に向けてがんばりましょう。

ジ
か
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「な
ん
な
っ
と
」通
信

な
ん
な
っ
と
は
公
的
手
続
き
も
代
行
し
ま
す

るつぼう通信

利
用
者
様
の
お
宅
を
訪
問
し
た

際
に
、
「
Ｂ
Ｓ
ア
ン
テ
ナ
を
取
り
付

け
て
い
る
直
ぐ
そ
ば
に
家
が
建
っ

て
し
ま
い
、
Ｂ
Ｓ
放
送
が
受
信
で

き
な
く
な
っ
た
」
と
お
聞
き
し
ま

し
た
。
も
う
２
年
前
か
ら
の
よ
う

で
す
。
そ
の
間
Ｂ
Ｓ
放
送
を
見
る

こ
と
が
出
来
な
い
に
も
関
わ
ら

ず
、
受
信
料
は
払
っ
て
お
ら
れ
た

よ
う
で
す
。
な
ん
て
も
っ
た
い
な

い
「しと
を
ー
・

　

で
は
ア
ン
テ
ナ
の
位
置
を
変
え

ま
し
よ
う
か
？
な
ど
話
し
を
し
て

い
た
の
で
す
が
、
こ
の
利
用
者
様

は
お
身
体
が
悪
く
身
体
障
害
者
手

帳
１
級
を
お
持
ち
で
し
た
。

　

身
体
障
害
者
１
級
と
な
る
と
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
受
信
料
は
半
額
も
し
く

は
、
免
除
さ
れ
る
は
ず
だ
と
思
い

出
し
、
い
ろ
い
ろ
話
を
し
た
の
で

す
が
、
そ
の
よ
う
な
手
続
き
は
さ
れ

２０２４年７月１５日（５）

一緒に「助け合い活動」

に参加しませんガ？

お問い合わせは

「なんなつと葦総局」
に
Ｖ

　

′
．

７０１

繋　餌
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
急
い
で
Ｎ

Ｈ
Ｋ
に
電
話
を
し
、
各
市
町
村
の

福
祉
課
の
窓
□
で
手
続
き
が
で
き

る
「しと
を
聞
き
ま
し
た
。

　

こ
の
利
用
者
様
は
ご
自
分
で
は

手
続
き
に
行
け
な
い
こ
と
も
あ

り
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
さ
ん
の
許
可

を
得
て
か
ら
、
な
ん
な
っ
と
が
手

続
き
の
代
行
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
半
額
や
免
除
の
制
度
を
発
信
し

て
い
ま
す
が
、
積
極
的
に
教
え
て

は
＜
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
生
活
保

護
等
の
公
的
扶
助
を
受
け
て
い
る

場
合
も
対
象
と
な
る
よ
う
で
お
問

合
せ
願
い
ま
す
。

　

他
に
も
役
場
へ
の
書
類
提
出
代

行
、
振
込
代
行
、
電
話
回
線
の
手

続
き
代
行
な
ど
、
高
齢
の
万
で
は

難
し
い
こ
と
を
代
わ
り
に
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
お
困
り
の
際
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

（事
務
局
）

　　　　　　　　　

　

今
年
の
健
康
ま
つ
り
は
い

つ
開
催
す
る
で
し
ょ
う
？

　

は
が
き
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
に

て
、
ク
イ
ズ
の
答
え
と
、
医
療
生

協
に
対
す
る
ご
意
見
や
ご
感
想
を

添
え
て
「た
じ
ま
医
療
生
協
ク
イ

ズ
係
」
ま
で
ご
応
募
＜
だ
さ
い
。

川
柳
や
俳
句
、
短
歌
も
募
集
中
。

　

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
３
名

様
に
、
図
書
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。
ご
住
所
、
お
名
前
を

お
忘
れ
な
く
。
当
選
者
は
次
号
の

る
つ
ぼ
う
通
信
で
発
表
し
ま
す
。

　

そ
の
さ
い
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
の
記

載
を
ご
希
望
の
方
は
、
併
せ
て
ご

記
入
＜
だ
さ
い
。

　

締
め
切
り
は
８
月
１５
日
で
す
。

ご
意
員
ふ
し感
想
よ
り

（お
尋
ね
）

　

こ
の
通
信
を
毎
回
見
て
お
り
ま

す
が
、
正
直
言
っ
て
医
療
生
協
と

い
う
意
味
が
よ
＜
分
か
り
ま
せ

ん
。
組
合
員
に
な
る
と
何
か
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
な
、
と
い
う

と
こ
ろ
で
す
。

お^
答
え
）

　

医
療
生
協
は
、
組
合
員
を
中
心

に
、
地
域
の
健
康
づ
＜
り
や
明
る

い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
医
療
・

保
健
・
介
護
・
福
祉
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

組
合
員
に
な
る
と

・
医
療
生
協
の
事
業
運
営
に
参
加

　

で
き
ま
す
。

・
診
療
所
で
の
健
康
診
断
や
予
防

　

接
種
な
ど
が
、
組
合
員
価
格
で

　

利
用
で
き
ま
す
。

・
医
療
や
介
護
の
勉
強
会
に
参
加

　

で
き
ま
す
。

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
支
部
・
班
活

　

動
に
参
加
で
き
ま
す
。

　

前
回
の
答
え
は

「
④
フ
レ
イ

ル
」
で
し
た
。

　

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
の
結

果
、
次
の
万
に
図
書
カ
ー
ド
を
進

呈
し
ま
す
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

か
ん
ち
ゃ
ん
さ
ん

（豊
岡
市
）

　

Ｍ
さ
ん

　　　　

（豊
岡
市
）

　

酷
暑
さ
ん

　　　

（香
美
町
）

　

担当：本公本・瀬、渡まで

（÷ＴＥＬ０７９６‐２４‐７０３５）

　　　

るつぼう診療所

　

ノー 「１

　　　

翻綴園謙譲錦…腰謁鰭饗瞳鞄

　　　　　

」〒６６８０８５１豊岡市今森４６” 鶴貨：；総

　

診 療 所 看 護 師（非常勤）

　　　

介護事業所 えがお

　　　　　

訪問看護師（常勤．非常勤）

〒６６８‐０８５２豊岡市江本３９６１１０１号・１０２号

　　

ヘ ル パ ー（登録型・非常勤）
居宅介護支援事業所ぇかお 食２４‐７０１３

　　

訪 問 入 浴 看 護 師（非常勤）

　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｆ２４一６１５４

　

　

　

　

　

　

　

　

　

常

　

常

　

常

　

常

　

常

　

で

非

　

非

　

非

　

非

　

非

　

ま

　

　

　

　

　

　

　

　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

護

　

－

　

浴

浴

　

ず
・

　

　

　

　

　

　

　

　

療

　

問

　

ル

　

問

　

問

　

日
えかお

一ステーションえかお

　

鴛２４一４７３１

　　　　　　　　　　　　

Ｆ２４一４７３

テーションえかおス

　

ス

　

谷

　

　

　

　　

　

看

　

パ

　

１

　

７

間

　

ル

　

隠

　

　

　

　

　

るつぼう診療所

　

診療時間
診療体制 月 火 水 木１金 土

犠岡
○ ○ ○ ○○ ○

療
時

診
４

後
手

午
毅

往診・予防接種等 ／
療
時

診
毛

間
寺

夜
姐 ／／ｏ１ ｏ ／

００

００
２

　

６
～

　

～

３

　

３
８

　

３
　
　

受
受

療
療

診
診

前
間
診

午
夜
休

　

日

間

　

祝

時

　

・

跳

　

躍

１
難

０１０

　
　

獅覇
ｉｎｆｏ＠ｔａｉｉｍａ－ＣＯＯＰ．ｃｏｍ

たじま医療生協クイズ係
ＦＡＸ０７９６‐２４‐７０１０



るつぼぅ通信第１７４号 ２０２４年７月１５日（６）

虹
力
ひ
る
ま

　　

　

　　　　　　　　

　

　　　　　　

　

　

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・ゴ
ル
フ
大
会

５
月
３０
日
に
但
馬
ド
ー
ム
で
開

催
。
今
回
で
３０
回
目
と
な
る
大
会

に
、

９

　

９
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

優
勝
さ
れ
左
方
は
、
３
ゲ
ー
ム

で
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
３
回
出
す

好
成
績
で
し
た
。

　

当
日
は
過
ご
し
や
す
い
気
温
で
、

皆
さ
ん
の
び
の
び
と
プ
レ
ー
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

次
回
は
１０
月
頃
の
開
催
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
る
つ
ぼ

う
通
信
９
月
号
で
お
知
５
せ
し
ま

す
。第

６７
回

２
０
２
４
年

国
民
平
和
大
行
進

　

７
月
４
日
京
都
府
か
ら
引
き
継

ぎ
、
９
日
に
鳥
取
県
へ
引
き
継
ぐ

ま
で
の
６
日
間
、

「核
兵
器
廃
絶
、

被
爆
者
援
護
」
を
訴
え
て
但
馬
内

各
市
町
を
行
進
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
パ
レ
ス

チ
ナ
・
ガ
ザ
地
区
で
は
戦
争
が
続

い
て
い
ま
す
。
日
本
は
世
界
の
唯

一
の
戦
争
被
爆
国
と
し
て
、
核
兵

器
禁
止
条
約
に
参
加
し
、
世
界
に

向
け
て
核
兵
器
の
廃
絶
を
呼
び
か

け
、
対
話
に
よ
っ
て
核
兵
器
の
な

い
平
和
な
世
界
の
実
現
の
だ
め
に

力
を
尽
く
す
べ
き
で
す
。

「核
兵
器
の
な
い
平
和
な
世
界

を
」
の
声
が
但
馬
各
地
に
響
き
渡

り
ま
し
た
。

　

Ｌも
ぎ
輝盛

　
　
　
　　
　

　
　
　
　
　　　　

　
　
　　
　
　

るつぼう通信は、なじま医療生協のホームページからパソコンやスマートフオンで

見ることができます。

左のＱＲコードを読み取ると、るつぼう通信のページに直接つながります。

　　
　

　

　　　
　

回
謹
撰
…回

わ匠しのおすすめレシピ ◎◎　暑い時には青じそ風味でさつばりと

写真は、おからサラダ

（２０２３年９月号で紹介）を

添えています。

　　　　

を
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ン

　　

と

　

ｏ

　

ン

中

パ

　

］

　

ぎ

＜
し

の
イ

　

ン

　　

ね

あ

の
穴

ラ

方

レ

　

ｏ
玉
て
①
を
フ

側
①
＜

②
ぜ

③
ん

④
蓋をして蒸し焼きにする。

おすすめのつけだれは
・ポン酢 ・ポン酢十すりごま・ポン酢十マヨネーズ お好みでどうぞ。

パンに多めのごま油をしいて、 弱火で片面５分→裏返し、

んを穴の中まで押し付けるように詰めてはさａｉ。

キッチンペーパーなどで拭き、 ②の肉あ

②

　

玉ねぎと青じそはみじん切り。ひき肉と一緒にＡの材料をよ＜混

は皮をむき、５ｍｍ＜５いにスライスして酢水に放ってお

れんこんはさみ焼
栄養士
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